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よりよき研修とするために
～評価のポイント～

人 権アクトイ ン栃木安足地 区集会よりH16

よ り よ き 研 修 と す る た め に は 、 事 業

全 体 を ふ り か え り 、 適 切 な 評 価 を す る

こ と が 大 切 で す 。 し か も 、 評 価 は 、 企

画 の段階 から始 まりま す。

こ こ で は 、 あ る 人 権 教 育 担 当 者 が 、

先 輩 か ら 様 々 な ア ド バ イ ス を 受 け な が

ら 評 価 の 在 り 方 を 学 ん で い く ス ト ー リ

ー で 構 成 し な が ら 『 チ ェ ッ ク リ ス ト、

の 活 用 』 と 『 ふ り か え り の 技 法 』 を 取

り 上 げ 、 評 価 の ポ イ ン ト を 例 示 し て い

き ます。

第 Ⅲ 章 の 構 成

Ⅲ 評価のポイントを考 えよう-1

Ⅲ チェックリストを活 用しよう-2

Ⅲ 学 習 の ふ り か え り を 大 切 に し よ う-3
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今 年から人権 教育を担当 することに なったＡさ ん。

人 権 教 育 指 導 者 養 成 研 修 の 計 画 を 作 成 し 、 課 内 会 議 に 提 案 し

ま し た が 、 い ろ い ろ な 質 問 を 受 け 、 問 題 点 が 指 摘 さ れ ま し た 。

ど うしてこの ようなこと になってし まったので しょうか。

そ こで、Ａさ んは、いろ いろな先輩 を訪ね、ア ドバイスを 受けること にしました 。

まず 、Ａさ んは 、社 会教育 主事 とし て活躍 して いる 先輩を 訪ね 、社 会教 育事業に おける

評価 のポイント を調べてみ ることにし ました。

企 画 の 段 階 か ら 評 価 は 始 ま り ま す 。 評 価 を 十 分 に 活 用 す る た め に は 、 分 析 か ら 改 善 へ

の 流れを事 前に準 備して おくこ とが大 切です 。

そ し て 、 結 果 （ ア ウ ト プ ッ ト ） と 成 果 （ ア ウ ト カ ム ） を 確 認 し て い き ま す 。 こ の 事 業

を 実施した 結果、 どのよ うな成 果を挙 げるこ とができ たのか ・・・ 。

事業担当 者は、 成果へ の責任 者とい う重要 な役割を 担って いるの です。

よりよき研修とするために

評 価 の ポ イ ン ト を 考 え よ う
Ⅲ-1

この学習目標に

したのは、どの

ような理由から

ですか？

参加者の意識や考

えを事前に調べる

こ と は で き ま す

か？

参加者一人一人

を大切にするた

めに、どのよう

なことに配慮し

ますか？

この事業におけ

る評価計画は、
どのように考え
ていますか？

ねらいを達成するた

めに、講師にどのよ

うなことを依頼しま

すか？
人権問題に関す

、る地域の課題は

何ですか？

評価の目的

現段階の計画が達成されているかを し、次の段確認

階の計画に生かして、計画及び事業の見直しや改善

を図る であり、プログラムをより効果的なもの資料

へ、 や をよりよいものへと進化し続けるた事業 組織

めのものである。
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評 価の 目的 は、よ りよいも のへと 進化し 続ける ための もので すから 「企画 → 実施、 Plan

→ 確認 →行 動 」 のサイ クルに 沿って 評価を 積み重ね ること が、特 に重要Do Check Action

と なります 。

いつ 何を だれが どのように

  企画・計画の段階

↓

  準備中

↓

  実施中

↓

  終了直後

↓

終了後
しばらくたってから 次の事業の改善

実施計画の修正

自己評価 参加者評価

第三者評価

主催者
実施者

参加者
利用者

関係者
専門家

事　業 記録
↓

＜測定＞
↓

＜解釈＞
↓

確認

診断的評価

総括的評価

形成的評価

事 前：診断的評価
、 。・学習を編成するに当たり地域や学習者の実態を把握した上で 学習目標や学習計画を立てます

中 間：形成的評価
・毎回の学習がどのように行われたかを評価するものであり、学習や学習プログラムの向上を図

るために行います。

事 後：総括的評価
・学習が完了した時点で学習の総括のために行い、目標を達成できたかどうかを判定します。

・・・・・事業担当者自身による評価自 己 評 価

・・・・・学習者による評価参加者評価

・・・・・他の職員や講師、学習支援者などによる評価第三者評価

①学習者の特性や学習活動自体に関するもの ・学習者の属性など（性別、年齢分布、居住地域等）

・学習者の出席状況や学習活動時の態度、特性など

②学習成果に関するもの ・学習者の知識・技術の習得程度など

・学習者の行動変容など

・学習者の属する団体や地域社会の変化など

③学習活動を支援する条件整備に関するもの ・学習目標、学習内容、学習方法、学習期間、参加費など

・指導助言の内容など

・学習支援のためのボランティアなど

・学習教材・教具など

・学習施設・設備など

・学習者の受け入れ（募集方法）など

④地域社会への影響に関するもの ・他の学習集団や他の学習施設・機関への影響など

・地域社会への貢献度など
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次に 、Ａさ んは 、人 権教育 を担 当し ている 先輩 を訪 ね、人 権教 育事 業に おける評 価のポ

イン トを調べて みることに しました。

事業 計画 を立 てる に当 たり 『 じんけ ん学 びガイ ド（栃、

）』 。木県教 育委員 会生涯 学習課 を参 考にし ていま すH15.3
そ し て 、 こ の 事 業 の 学 習 と 人 権 教 育 の ３ つ の 内 容 と の

関 連 を 明 確 に し 「 人 権 教 育 の 視 点 」 を ど の よ う に 設 定、

するか がポイ ントと なりま す。

http://www.pref.tochigi.jp/syougai-gakusyuu/jinken_gaido.html参考 『じんけん学びガイド・じんけん実践ガイド 』

最後 に、Ａ さん は、 チェッ クリ スト を活用 して いる 先輩を 訪ね 、評 価の 具体的な 方法を

調べ てみること にしました 。

評 価 者は 、 デ ー タ の分 析 ・ 検討 を も とに 判 断を 行 い、 最 終 的に 総 括的

。 、 。評価 を行 います その ために は 判 断基準 の設定 がポイ ントと なり ます

学 習 成 果に は 量 的 な もの と 質 的な も の が含 ま れて お り、 そ れ らを 評 価の

計画 段階 までに 設定す ること は難し いもの です。

そ こ で、 私 は 、 下 記の よ う な「 チ ェ ック リ スト 」 を作 成 し 、評 価 に役

立て てい ます。

チ ェ ッ クリ ス ト を 作 成す る ポ イ ント は 、 ま ず、 何 を チ ェ ック し た ら よい か を 見 付 け、 評 価 の 観点

を明 確に するこ とにあ ります 。

○○公民館 「人権学習入門講座」学習展開計画 対象：地域住民

第 ４ 回 学習テーマ 「ノーマライゼーションの世の中を目指して」～障害者の人権～

・障害のあるなしにかかわらず、だれもが共に生活できる社会（ノーマライゼーシ学 習 目 標

ョン）の実現に向け、正しい理解と認識を深める。

豊かな人間性 ・個性を認め合う心や他人を思いやる心を育てる。

人 権 意 識 障害者に対しての先入観や固定観念に気付き、共生社会の実現に向けて日常生活・

の中で一人一人が実行できることを考え合う。

、 。・会場内に人権啓発ポスターを掲示し 障害者の人権について学ぶ意識付けを図る

会 場 図

人 権 が 尊 重
さ れ た 雰 囲
気や環境

人
権
教
育
の
視
点

№ 評価時期 評価対象 評　価　の　観　点
1-1 企画・計画 自己評価 社会教育計画に沿って事業が計画されたか 1 2 3 4 A B
1-2 企画・計画 自己評価 研修を開催する意図・目的を明確にできたか 1 2 3 4 A B
1-3 企画・計画 自己評価 学習目標が明確で実現可能なものだったか 1 2 3 4 A B

3-1 準備 参加者評価学習場所の照明・室温は適切だったか 1 2 3 4 A B
3-2 準備 第三者評価掲示物等、部屋の環境は学習にふさわしかったか 1 2 3 4 A B
3-3 準備 自己評価 学習に必要な教材教具を準備できたか 1 2 3 4 A B

評価基準

合計／　　平均／

合計／　　平均／

１：不満

２：やや不満

３：満足した

４：たいへん満足した

Ａ：分からない

Ｂ：該当しない
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次 に 、 それ ぞ れ の チ ェッ ク 項 目 をだ れ に 評 価し て も ら う かを 整 理 す る段 階 と な り ます 。 例 え ば、

「 答 え や すい ふ り か え りカ ー ド だ った か 」 と いう 観 点 な ら 、ア ン ケ ー トに よ っ て 参 加者 に 評 価 して

もら いま す。

こ の よ うに 、 デ ー タ 収集 に は 、 （ア ン ケ ー ト 、ふ り か え りシ観察法・インタビュー法・質問紙法

ー ト 等 ・ （ 学 習 者 の 作 成 し た 作 品 を も と に す る ） 等 の 様 々 な 技 法 が あ り 、 最 も 適） ポートフォリオ

した 方法 を選択 します 。

そ し て 、企 画 の 段 階 、計 画 の 段 階、 準 備 の 段階 、 実 施 の 段階 で 、 チ ェッ ク を 積 み 重ね 、 ど の 部分

が十 分で 、どの 部分が 不十分 であっ たかを 明らか にして います 。

こ う し て 、 チ ェ ッ ク リ ス ト を も と に 企 画 や 計 画 の 修 正 を 加 え る こ

と が 、 指 導 者 養 成 研 修 の よ う な 連 続 講 座 に お い て は 、 特 に 大 切 な 評

価 の ポ イ ン ト で あ る と 思 い ま す 。 次 回 の 学 習 を よ り よ く す る た め の

見 直 し （ 形 成 的 評 価 ） は 、 事 業 担 当 者 の 責 任 で は な い で し ょ う か 。

事 業 終 了 後 し ば ら く た っ て 、 総 括 的 評 価 を 行 う に 当 た っ て も 、 チ

ェ ッ ク リ ス ト は 有 効 で す 。 私 は 、 評 価 結 果 を 右 の 図 の よ う な グ ラ フ

にし て事 業全体 のふり かえり に役立 ててい ます。

こ の よ うな チ ェ ッ ク シー ト を 事 業ご と に 作 成す る の は た いへ ん で す 。そ こ で 、 人 権教 育 の 各 種事

業 で す ぐ に使 え る よ う ある 程 度 共 通し た も の にし て い ま す 。評 価 基 準 に「 Ｂ ： 該 当 しな い 」 を 入れ

てあ るの は、そ のため です。

・学習目標が明確で実現可能なものだっ

たか

・価値ある学習内容であったか

・学習プログラムが参加者に適していた

か

・指導者は、学習者とコミュニケーショ

ンをとっていたか

・ＰＲの期間は適切だったか

・学習に必要な教材教具を準備できたか

・指導者との打合せは十分であったか

・学習場所の交通の利便性はよかったか

・学習場所の照明・室温は適切だったか

・個人情報に配慮していたか

・掲示物等、部屋の環境は学習にふさわ

しかったか

・指導者は、指導に熱意を感じられたか

・テキストが有効な学習教材だったか

・日数、定員、対象は適切だったか

・学習者の継続的な行動変容の可能性は

どうか

・習得した知識・技能をもとに活用する

力がついたか

・出席状況はどうだったか

・スタッフは、各自の役割を明確にでき

たか

・参加者のねらいや期待を全体で共有す

る機会をもてたか

【第１段階】考えられる観点をでき
るだけたくさん考える

企画・計画の評価
・学習目標が明確で実現可能なものだ

ったか
・プログラムの実施が参加体験型の手

法及び理論に従っていたか
・学習プログラムが参加者に適してい

たか
・日数、定員、対象は適切だったか
・学習場所の交通の利便性はよかった

か
準備の評価
・ の期間は適切だったかPR
・学習場所の照明・室温は適切だった

か
・個人情報に配慮していたか
・参加者の特性を把握できたか
・学習に必要な教材教具を準備できた

か
学習活動の評価
・指導者は、学習者とコミュニケーシ

ョンをとっていたか
・参加者の興味・関心を高める内容だ

ったか
・学習者の継続的な行動変容の可能性

はどうか
・習得した知識・技能をもとに活用す

る力がついたか
・テキストが有効な学習教材だったか
・参加者のねらいや期待を全体で共有

する機会をもてたか
・指導者の言葉遣いは適切だったか
運営の評価
・指導者との打合せは十分であったか
・スタッフは、各自の役割を明確にで

きたか
・出席状況はどうだったか
評価の方法

【第２段階】評価時期ごとに分類
し 、さ らに付 け足す

企画・計
□
□

・
・

□
・
・

□
□

・
・

□
・
・

□
・
・

準備の評
□
□

・
・

□
・
・

□
・

□
・
・
・

□
□

・
・

□

【第３段階

チェッ クリストの作成手 順

2001参考 『自然体験活動プログラム評価ハンドブック』 自然体験活動推進協議会

2001『学習プログラムの革新ー学習者がつくる学びの世界ー』白石克己・金藤ふゆ子・廣瀬隆人／編 ぎょうせい



Why
（ な ぜ ・ 目 的 ）

こんなことを伝えたい

What
（ 何 を ・ 内 容 ）

How

ねらい（コンセプト）

個別事業計画
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さ んは 、先輩 から 教え ていた だい たこ とをも とに 、自分 なりに『 チェッ クリス ト』をA

作 成してみ ました 。

よりよき研修とするために

チ ェ ッ ク リ ス ト を 活 用 し よ う
Ⅲ-2

Who
（だれが）

Where
（どこで）

When
（いつ）

Whom
（だれを対象に）

目標はSMARTに

具 体 的Specific
測 定 可 能Measurable
達 成 可 能Attainable
達 成 意 義Reasonable
分 析 可 能Tranceable

企画・計画の段階における個別事

業計画を作成・見直すために、右

の図のような手順を再確認しなが

。らポイントを整理してみました

これでいよいよ、参加者募集が始

まります。

評価項目 チェック 評価の観点

□ この事業と、市町村総合計画や生涯学習推進計画・人権教育推進計画との関連を確認したか。

□ 他部局で実施されている人権教育事業との関連を確認したか。

□ 人権に関する現状から、どのような人権教育指導者が求められているのかを考えたか。

□ 人権に関する住民や地域の学習要求を把握できたか。
事 業 名 □ 事業名は内容が分かるとともに、親しみやすいものになっていたか。

□ 何のために、何を達成するのかという企画者の意図（目的）が、明確だったか。

□
この事業が参加対象者にとって適当であるか否かを伝えられるよう、分かりやすい言葉でねらいを表現
していたか。

対 象 者 □ 参加対象者は事業の目的に合っていたか。

定 員 □ 会場や学習内容に合わせて定員を設定できたか。

学 習 時 間 □ 参加対象者に合わせた時間、回数、開催曜日、時刻を設定できたか。

□ 会場は、学習内容・人数・参加対象者に合っていたか。

□ 学習者にとって交通の利便性はよかったか。

□ 事業実施後の参加者や地域などの具体的な変容のイメージが明確になっていたか。
□ 学習者に期待される結果や学習成果を表していたか。

□ 学習者の立場から目標を表していたか。

□ 学習目標が明確で実現可能なものだったか。

□ 学習テーマは、学習のねらいや学習内容を分かりやすく表していたか。

□ あまりかたくならず、親しみやすい学習テーマだったか。
□ どのような順番で内容を配列すると学習目標を達成できるか考えたか。

□ 学習目標を達成するために、どのような知識を学んだり、技能を高めたりすればよいのか考えたか。

□ 学習者の特性に合わせた内容であったか。

□ 講義中心や実習・実技中心に偏っていなかったか。

□ 参加体験型の手法を取り入れ、主体的な学びを促進できたか。

□
論文・著作物・新聞・テレビ・他の自治体の事業担当者等から情報を収集して、幅広い視野から人材を
求めたか。

□ 担当者は、指導者・支援者という意欲と自覚をもっていたか。

□ 分かりやすく関心をひく案内パンフレットであったか。

□ 関係機関や組織内部に事業の内容や趣旨を伝えたか。
□ ＰＲの期間は適切だったか。

□ 申込用紙を工夫し、参加者の実態把握に努めたか。

全 体 構 想

学 習 場 所

学 習 目 標

学習テーマ

学 習 内 容

学 習 方 法

学習支援者

目 的

Ｐ Ｒ
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、 。学習展開計画を立て 具体的に講師との打ち合わせに入る段階を迎えました

そこで、まず、学習展開計画作成のポイントを整理し、次に、講師との打合

わせに必要なことを考えてみました。

「内容はすべて講師におまかせ」という態度では、事業目的が達成されるよ

うな研修とすることはできません。依頼者としての熱意が講師に伝わるよう

にするためには、学習目標や企画意図を明確にすることが大切なことを改め

て実感しました。

いよいよ、研修が始まります。講師と

の連絡、参加者への案内、配付資料の

作成、会場づくりなどの準備が考えら

れます。そこで、人権が尊重された雰

囲気や環境づくりの視点にも配慮し、

評価のポイントを整理してみました。

評価項目 チェック 評価の観点

学習の流れ □ 頭の中で全体の流れをイメージして学習展開計画を作成したか。

□ 具体的な学習活動を時系列に沿って、導入、展開、ふりかえりを検討したか。

導 入 □ 雰囲気を和らげ、参加者の相互理解を促すアイスブレーキングを組み入れたか。

展 開 □ 参加者が受け身ではなく主体的に参加できるよう内容構成をしたか。

□ 全体の時間を考慮して休憩時間を確保したか。

□ 講師を依頼した場合には、打合せに基づいて必要な教材等を確保できたか。

ふりかえり □ 活動全体をふりかえり、学習成果を共有する時間を確保したか。

準 備 物 □ 学習展開に必要な物品を挙げ、必要な場合は借用申請の計画を立てられたか。

会 場 図 □ 会場図（机、いす、使用機器等）を記入した会場図を作成したか。

評価項目 チェック 評価の観点

□ 講師に、研修の目的・参加対象・人数・学習経験等を明確に伝えたか。

□
講師との打合わせは十分であったか。
（会場所在地、部屋の広さ、使用教材、講師紹介文、配付資料等）

□ 録音・録画に当たっては、事前に講師の承諾を得ていたか。

□ 配付資料に名簿を掲載する場合には、必要最低限の内容にしていたか。

□ 住所や電話番号、年齢、性別等、個人情報をむやみに公にしていないか。

□ 資料の文字の大きさは適切で、見やすい資料となっていたか。

□ 必要に応じてふりがなをふっていたか。

□ 分かりづらいカタカナ用語には、日本語訳やその意味を書いてあったか。

□ レジュメや資料に著作物を使用する際には、著作者の了解を得ていたか。

□ 準備物、配付物、使用道具を多めに用意してあったか。

□ 和室、洋室、ホール、多目的室など、学習内容に合わせて会場を確保できたか。

□ 学習意欲を喚起するような学習環境づくりに努めたか。

□ 学習方法に応じて、机、いすの配置を工夫したか。

□ ワークショップを取り入れる場合、十分な活動スペースを確保できたか。

□ 視聴覚機器を使用する場合、映像の明るさ、画面のゆがみ、音量、角度など事前に調整したか。

□ 暗幕を使用するときには、非常口を設け、明示してあったか。

□ ビデオや映画を上映する場合には、試写をしておいたか。

□ 会場内のバリアフリー化、座席の配慮など障害者・高齢者等への配慮は十分だったか。

講師打合せ

会場づくり

配付資料
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研 修当日は、 学習者の状 況、講師の 状況、運営 の状況の３ つの側面か ら

観察 し、チェッ クしたいも のです。

こ れ ら の 状 況 は 、 相 互 に 関 連 し 合っ て い る 場 合 が 多 く あ りま す 。 例 え ば 「 グ ル ープ 内、

で自 信をもち、 楽な気持ち で過ごして いた 」 という観点が 不十分であ った場合に は 「学。 、

習 環 境 づ く り が 不 足 し て い た の か ？ 「 学 習 の 進 め 方 を 理 解 し て い な か っ た の か ？ 」 な」、

どの ように、そ の原因とし て、いろい ろなことが 考えられま す。

、 、 、 、こ のように 実態を 正しくつか み 相互の関係 を分析する ことによっ て 原因を推測 し

解 釈す ること がで きる のです 。そ して 、これ らの 問題 点を解 決す るた めに 、講師に お願い

で きる ことは ない か、 運営担 当側 で改 善でき るこ とは ないか を判 断す るこ とで、事 業を進

化し 続けること が可能とな るのです。

学習活動中の評価を考えるために、事業担当者の立場、参加者の立場、

講師の立場から整理してみました。この場合の“自己評価”とは、事業

担当者が運営の様子や学習者・講師の活動状況を観察することを意味し

ます。したがって、講座が始まったからといって会場を離れるようなこ

とはできません。すぐに改善できるものは改善して、講座がスムーズに

運営できるようにしたいと思います。

評価項目 チェック 評価の観点

□ 興味をもって学習していたか。

□ 意欲をもって学習していたか。

□ 学習者同士の人間関係は良好だったか。

□
グループ内で自信をもち、楽な気持ちで
過ごしていたか。

□ グループ活動に協力的な態度だったか。

□
何でも話し合えるグループの雰囲気が
あったか。

□
一人一人の意見をきちんと聴き、受け入
れていたか。

□
スタッフと学習者の双方向のコミュニ
ケーションが行われていたか。

□
グループや一人一人が、何かをやり遂げ
たという達成感と、さらに学びたいとい
う意欲が感じられたか。

□
学んだことを日常生活に生かし、活動し
ていこうとする意欲が感じられたか。

学習者

評価項目 チェック 評価の観点

□
学習者が新しいことを発見したり、自分
自身を再発見したりするような刺激を与
えていたか。

□ 学習者に対して公平に接していたか。

□
グループ内で司会や発表者を決めるとき
は、地位や経歴等に関係のない決め方を
していたか。

□
学習者同士のコミュニケーションを活発
にするような働きかけをしていたか。

□
学習者が安心して発言できる雰囲気が
あったか。

□
一人一人が考える時間を確保していた
か。

□
発言のない学習者が活動に参加できるよ
うな働きかけをしていたか。

□
どんなことも発言できる安心感のある場
をつくっていたか。

□
学習者一人一人の会話から何かを引き出
そうとしていたか。

□
専門用語の濫用を避け、学習者に分かり
やすい資料の提示をしていたか。

講師
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事 業担当者と して、当日 の

実 施状況をチ ェックして み

ま しょう。

会場や受付場所が分かりやすく案内・表□
示されていたか。

人権ポスターの掲示など、人権について□
学習する雰囲気をつくれたか。

ＢＧＭや花の用意など、学習者の緊張が□
ほぐれるような工夫ができていたか。

当日参加者の名簿記入の用意をしたか。□
受付は、あいさつやねぎらいの言葉をか□
けながら、和やかに行われたか。

講師から準備依頼されたものを確認□
したか。

指示されていなくても、黒板（ホワ□
イトボード）や差し棒などを用意し
たか。

講師に対して、気持ちよい出迎えや□
見送りができたか。

講師と会場を確認したか。□
学習テーマと関連することや学習へ□
の期待を増すようなエピソード、講
師の人柄や趣味等についてなどを紹
介できたか。

静かな落ち着いた控室を用意できた□
か。

講義の開始５分前位には、講師を一□
人にする配慮をしたか。

学習の方向付け・動機□
付けをオリエンテーシ
ョンで行えたか。

必要に応じて座席案内□
やトイレ、非常口の案
内等をしたか。

湯茶の準備、会場内の□
飲食等についての案内
をしたか。

学習者が運営にも参画する手立□
てを考えていたか。

学習活動以外にも「ふれあい」□
の時間を持ち、参加者同士の交
流の機会を設けたか。

学習者同士が「対等な関係」と□
なるような雰囲気づくりができ
たか。

２時間を超えるワークショップ□
では、途中で休憩時間を設けた
か。

質問を考えるための話合いの時□
間を確保できたか。

質問のルールなどを対象者によ□
って工夫できたか。

終了時刻を守れたか。□

講師や事業担当者で役割を分担し、□
。学習のふりかえりを適切に行ったか

「ふりかえりカード」の内容が適切□
で、学習者自らが「気付き」をもつ
ことができたか。

発表や話合いの前に、活動を見つめ□
直す個人の「ふりかえり」の時間を
十分に確保できたか。

グループや全体で「わかちあい」を□
行い、思いの共有化や価値の一般化
につなげることができたか。

活動や事業のまとめに当たって、イ□
ンタビュー法や質問紙法を用いて参
加者の声を収集できたか。

自分も楽しむくらいの気□
「 」持ちで取り組む ゆとり

をもつことができたか。

学習者の反応や状況か□
ら、計画がうまくいかな
いと判断されたら、速や
かに調整し、計画を変更
することができたか。
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「 」 、学 習展開の まと め に おいては

そ の 学 習 や 活 動 を通 し て ど んな 感 想

、 、をも ったか 何を 学び何を感 じたか

こ れ か ら ど う 行 動し て い く かに つ い

て 考 え 、 記 述 し たり 、 話 し 合っ た り

し ま す 。 特 に 、 参加 体 験 型 学習 の ま

とめ では 「ふ りかえり 「わかちあ い 「応用 する」を大 切にします 。、 」 」

学 習活動は、 学習者の身 体感覚を活 性化させま す。

同じ ものを 体験 して も、一 人一 人が そこか ら気 付く ことや 学び 取る ものは 様々で す。そ

の多 様なものの 見方や考え 方を引き出 すことが大 切です。

運 営 担 当 者 は 、 支 援 者 に 徹 す る こ と が 重 要 で す 。 参 加 者 の

「 気 付 き 」 を 大 切 に す る よ う 支 援 す る こ と が 求 め ら れ ま す 。

学 習 者 自 ら が 「 気 付 き 、 問 題 と し て 意 識 し た と き 初 め て 成」

長 に つ な が り ま す 。 だ れ か が 強 制 的 に 「 気 付 か せ る 」 こ と で

は 、 何 の 意 味 も あ り ま せ ん 。 で す か ら 、 主 役 は あ く ま で も 学

習者 であること を忘れずに 「ふりかえ り」を行い ます。

そ して、個人 の思いをみ んなで共有 することに よって、学 習

した ことがどん な意味があ り、日常生 活のどんな 場面に生か す

こと ができるの かを確認す ることにな ります。

こ れらは、参 加体験型学 習において は、ファシ リテーター が

行い ますが、運 営担当者に とっても大 切なポイン トとなりま す。

参 加体験型以 外の学習が 展開される 場合にも、 積極的に取 り入れてみ ましょう。

事業担当者が自己評価をする上でチェックシートの活用が大切であることはよく分か

りました。でも、それだけでは、一方的な評価になってしまいます。参加者にも評価

してもらうためには、どのようにしたらよいのでしょうか。

また、研修のまとめに当たって、講師にお願いするだけでなく、運営担当者もできる

ことがあるのではないでしょうか。

その通り、参加者評価はとても大切です。

それには、学習者側から考えることが大切ですね。

一つは、学習者が何を学び、何を感じたか。

二つは、学習者が自分自身や事業をどう評価したか。

これらの二つの側面を意識して、ふりかえりを考えてみ

てはどうでしょう。

よりよき研修とするために

学習のふりかえりを大切にしよう
Ⅲ-3

導 入 展 開 まとめ

ふりかえり、わかちあい、応用する

 

導入とまとめは運営担当者

が実施するという「サンド

イッチ方式」で研修全体を

構 成する こと も可能で す

ね。
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発表 や話合 いの 前に は、十 分に 時間 をとっ て、 自分 自身を 見つ め直 すこと が大切 です。

そ れに は、活 動を 通し て、何 を学 び、 何を感 じた かを 「ふり かえ りカ ード」 に書き 留める

こ とが 効果的 です 。会 話によ って 自分 の考え 方が 少し ずつ明 確化 する のと同 じよう に、自

分 の意 見を文 章化 する ことに よっ て、 それぞ れの 課題 に対す る考 え方 を顕在 化する ことが

で きる からで す。 また 、書い たも のを 読み直 すこ とに よって 、自 分の 意識や 行動を ふりか

える こともでき ます。

体 験 す る

ふりかえる

わかちあう

応 用 す る

○体験する（導入・展開）

私たちは、様々な体験から学んでいますが、いくら体験を繰り

返しても、知識として身に付くものではありません。体験を通

しての「気付き」をふりかえり、系統立てたり、意味づけをし

たりすることで、初めて「体験」は「経験」になります。

○ふりかえる

、 「 」 。 、学習活動の後には 必ず まとめ の時間をとります まずは

「ふりかえる」ことです。これは、体験したことの意味を一人

一人が問い、自分なりの言葉にして解釈するためのものです。

自分なりの解釈の積み重ねが自分の意見につながります 「気付。

いたこと 「感じたこと 「分かったこと」はもちろん、感情や」 」

発見に対しての問いかけもします。

○わかちあう

「 」 、 。ふりかえる の後 他の学習者と共有する機会をつくります

これが 「わかちあう」ことです。一つの体験についての様々な、

角度からの見方・考え方、解釈、意味付けなどがあることに気

付き、開かれた態度を形成するのに役立ちます。

○応用する

日常生活の中で、その体験に似たような事柄はないか、あると

すれば学習活動を通して、学んだことがどのように応用される

のかを考えます。それが「応用する」ことです。

体験したことをふりかえり、そ

こから学びを引き出し、応用す

るという姿勢は、普段の生活で

も使っていきたいですね。

ふりかえりの技 法 「ふりかえり カード」をつくろう

 
 

 

 

 

 

 
 答 え や す い 設 問 に す る 相手に質問の意味が

伝わる表現にする

その場の状況に

合ったものにする
多様な表現を

取り入れる

ふりかえりカードづくりのポイント
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次 に 「 ふ り か え り カ ー ド 」 を 持ち 寄 り 、 グ ル ー プ ま た は全 体 で 「 わ か ち あ い 」を し ま、

す 。気 付きを 共有 する ととも に、 活動 を通し て学 び取 ったこ とや 感じ たこと が人に よって

少 しず つ違う こと も相 互理解 した いも のです 。そ して 、活動 した 意味 を問い 直し、 学んだ

こと を日常生活 にどのよう に応用でき るかを考え ていきます 。

これ ら「わ かち あう 」から 「応 用す る」に 当た って の話合 い活 動で は、学 習支援 者の効

果的 な問いかけ が重要な役 割を果たし ます。

、気付い たことは

、具体的な例を挙げると

、驚いたことは 、混乱し たことは

、不安な ことは 、同じよ うな考えは

同 じ 経 験 は 、 、不明確なことは 、明確に なったことは

、別の言 い方では 、付け足したいことは 違 っ た 反 応 は 、

それは あなたにとってどのような意 味をもちましたか。

そ れは肯定的なことですか。 否定的なことですか。

多様な 受け止め方がありますが、そ れは、どんな意味をもちま すか。

、 。今の話 し合っている点について 自分は少 し違うなと思う人はいますか

これか らのあなたの考え方によい影 響を及ぼしそうですか。

多くの 人と考え方を共有できて、ど んな気持ちですか。

、 。自分の 違う意見を他の人が受け止め てくれて どんな思いがしましたか

、 。同じ経 験をしても 多様な受け止め方があ ることから何を学びましたか

。あなた が一番印象に残っていること は何ですか

。あなた が学んだことは何ですか

あなた がここで得たことを今後生か していけそうですか。

。再検討することはどんな ことですか

わかちあいの 技法 思いを共有し よう

（ １ ） 私 が こ の 学 習 を 通 し て 自 分 ら し い と 感 じ た こ と は （ ） と い う こ と で す 。、

（ ２ ） 私 が こ の 学 習 を 通 し て 心 に 残 っ た こ と は （ ） と い う こ と で す 。、

（ ３ ） 私 が 他 の メ ン バ ー に 対 し て 感 じ た こ と は （ ） と い う こ と で す 。、

（ ４ ） 私 が 感 動 し た こ と は （ ） と い う こ と で す 。、

（ ５ ） 私 が 学 ん だ こ と は （ ） と い う こ と で す 。、

2000参考 『多様性トレーニングガイド 人権啓発 参加型学習の理論と実践』森田ゆり 解放出版社

2000『人権教育ファシリテーター・ハンドブック基本編』角田尚子 ＥＲＩＣ国際理解教育センター

2000『生涯学習支援のための参加型学習のすすめ方～「参加」から「参画」へ～』廣瀬隆人ほか ぎょうせい
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活動 の終わ りや 事業 を終え るに 当た って、 学習 者に アンケ ート をと ること がよく 行われ

ます 。この学習 者による評 価は、その 目的によっ て、二つの 方法が考え られます。

これ は、学 習者 が活 動をふ りか えり 、学習 への 取組 がどう であ った かを反 省し、 今後の

発展 の材料にす るために行 うものです 。

それ には、 学習 の意 欲や達 成感 、学 習態度 、学 習グ ループ 構成 員と しての 在り方 など、

その 学習で目標 としている 事柄との関 連から評価 項目を考え ることが大 切です。

参加 者評価 には 、学 習者が 事業 の内 容や方 法な どに ついて 評価 する ことや 、指導 者を評

価 する ことも 含ま れま す。そ れに は、 評価基 準を 設け て数量 的に とら える方 法や、 自由記

述に より一人一 人の考えを 収集する方 法がありま す。

これで、ようやく私も一人前かな？

評価のポイントや、ふりかえりカードのつくり方、

わかちあいの方法も先輩のおかげで理解すること

ができたわ。これで、私自身も自己実現をできそ

うね。研修が始まるのが楽しみだわ。

１よくない ２あまりよ くない ３よい ４たいへんよい今日の学習を終えて、どうでしたか

項 目 内 容 評 価

１学習内容について 学習の内容を理解できた。 １ ２ ３ ４- - -

プログラムの流れがよく、効率よく学習できた。 １ ２ ３ ４- - -

希望した学習内容が組み込まれていた。 １ ２ ３ ４- - -

２学習環境について 自分の意見が言える雰囲気であった。 １ ２ ３ ４- - -

学習に活用できるものが会場に備えてあった。 １ ２ ３ ４- - -

学習者に配慮した時間設定だった 。 １ ２ ３ ４- - -

 

参加者評価① 学 習者が自分自身の学 習活動を評価する

今日の学習を終えて、あなた自身はどうでしたか。

項 目 はい いい え

興味をもって学習に取り組めましたか。

他 の学習者 の意見や発 表を聞け ましたか 。

話 合いは十 分にできま したか。

相手によく分かるように話せましたか。

学 ん だ こ と を 日 常 生 活 に ど の よ う に 生 か し て い っ

た らよいか を考えるこ とができ ましたか 。

参加者評価② 学習者が事業の運営 状況を評価する


